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株式会社すばる

本
多
氏
の
所
領
が
流
山
に
あ
っ
た
！

江
戸
幕
府
支
配
の
頃
、
流
山
の
村
別

の
支
配
図
を
見
る
と
、
四
ヶ
村
だ
け
田

中
藩
本
多
家
が
支
配
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
こ
の
本
多
家
、
か
の
徳

川
四
天
王
の
一
人
、
本
多
忠
勝
と
関
係

が
あ
る
の
か
調
べ
て
み
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

本
多
家
は
、
藤
原
北
家
兼
通
の
末
裔

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
系
図
を
辿
る
と
本

多
助
政
と
い
う
人
物
に
あ
た
り
、
そ
の

子
、
定
通
と
定
正(

政)

か
ら
分
か
れ
て

い
ま
す
。
本
多
忠
勝
は
定
通
を
血
筋
に

辿
る
家
系
に
あ
り
、
一
方
で
、
流
山
の

本
多
氏
は
定
政
を
祖
先
に
持
つ
正
貫
で

あ
る
と
確
認
で
き
ま
し
た
。

流
山
の
本
多
氏
は
、
正
貫
の
時
代

(

一
六
二

五
年)

東
深
井
村
、
西
深
井
村
の
領
主
と
な
り
ま

し
た
。(

『
本
多
正
貫
領
地
目
録
写
』)

続
い
て
、

鰭
ヶ
崎
村
を
所
有(

一
六
六
三
年)

し
、
そ
の
後

を
継
い
だ
正
直
の
時
代
を
経
て
、
正
永
の
代(

一

六
九
八
年)

に
加
村
を
所
有
し
ま
し
た
。
正
貫
、

正
直
の
代
に
は
一
万
石
未
満
の
旗
本
で
し
た
が
、

正
永
の
代
に
は
一
万
石
の
大
名
と
な
り
、
下
総

舟
戸
藩
藩
主
と
な
り
ま
し
た
。

流山市の村別の支配地図

ま
さ
つ
ら

ま
さ
な
お

か
ね
み
ち

ま
さ
な
が

ま
す
。

葛
飾
県
印
旛
県
史
跡
の
石
碑
の
裏
面
に
は
、
本

多
家
が
こ
の
地
を
治
め
て
い
た
こ
と
が
書
か
れ

て
い
ま
す
。

調
査
の
結
果
、
流
山
の
本
多
氏
の
土
地
は
本

多
忠
勝
と
は
直
接
的
な
関
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
沼
田
・
駿
河
・
安
房
へ
と
所
在
地

を
変
え
て
い
き
な
が
ら
も
、
流
山
の
土
地
は
明

治
維
新
ま
で
本
多
家
が
支
配
し
続
け
て
い
た
の

で
す
。

※

相
給･

･
･
･

一
つ
の
村
を
二
人
以
上
の
領
主
で
治
め
る
こ
と
。

江
戸
時
代
、
流
山
の

土
地
は
天
領
、
旗
本

領
、
大
名
領
が
混
在

す
る
相
給
が
一
般
的

で
し
た
。

四
つ
の
村
を
本
多

氏
が
単
独
で
治
め
て

い
た
事
実
は
、
勢
力

の
大
き
さ
と
幕
府
か

ら
の
信
頼
度
を
表
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
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い
き
ゅ
う
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い
ず
れ
も
、
森
の
図
書
館
の
郷
土
コ
ー

ナ
ー
で
閲
覧
が
で
き
る
資
料
で
す
。
流
山

に
つ
い
て
詳
し
く
お
調
べ
に
な
る
と
き
は
、

是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

協
力

流
山
市
立
中
央
図
書
館
・
博
物
館

西
深
井
の
道
細
い
道
を
行
く
と
、

よ
く
民
家
に
突
き
当
た
り
、
行
き
止

ま
り
に
な
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
。
な

ぜ
、
迷
路
の
よ
う
な
入
り
組
ん
だ
道

に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

か
つ
て
西
深
井
に
は
「
深
井
城
」

が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
場
所
は
、
深
谷
坪
辺
り
や
、
不
動

坊
付
近
、
ジ
ョ
ウ
エ
ン
坊
跡
、
庚
申

山
な
ど
諸
説
あ
り
ま
す
。
『
千
葉
県
東

葛
飾
郡
誌
』
を
見
て
も
、
「
深
井
城
址

新
川
村
に
在
り
、
今
其
城
址
を
詳
に
せ

ず
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

正
確
な
所
在
地
は
明
ら
か
に
な
っ
て

い
ま
せ
ん
。

中
世
の
城
の
名
残
と
し
て
、
西
深

井
の
道
路
は
連
続
し
た
曲
折
の
繰
り

返
し
や
、
食
い
違
い
十
字
路
な
ど
が

あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
見
ら
れ
る
の
は
、

な
ぜ
、
西
深
井
の
道
は
迷
う
の
？

そ
の
影
響
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
現
在
で
も

迷
う
要
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。

み
な
さ
ん
も
、
歴
史
を
感
じ
な
が
ら
街

歩
き
を
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
？

西深井付近の地図

国土地理院の電子地形図（タイル）より

つ
ま
び
ら
か


